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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月27日(2010.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　少なくとも１つの機能性成分と、レバウディオシドＡ組成物とポリオールを含む機能性
甘味料組成物であって、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、レバウディオシドＡと他のステビオールグリコシド
類を含み、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約５０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度のレバウディオシドＡを含み、
　前記レバウディオシドＡが、無水物レバウディオシドＡ多形、レバウディオシドＡ溶媒
和物多形、非晶質レバウディオシドＡ又はこれらの組合せの形で含み、さらに、
　前記レバウディオシドＡ組成物とポリオールが、前記機能性甘味料組成物中に約１：５
０～約１：８００の範囲の重量比率で存在し、
　前記少なくとも１つの機能性成分が、少なくとも１つのフィトエストロゲンを含む、
　機能性甘味料組成物。
【請求項２】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約８０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項３】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９５～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項４】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９９重量％レバウディオシドＡより
高い純度を有する、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項５】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約４重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約０．５～約５重量
％の量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のステビオールビオシ
ドを含む、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項６】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約３～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約２重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項７】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約３重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約４～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．５～約１重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約４重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項８】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、ＨＰＬＣで測定されるステビオールビオシドを実質
的に含まない、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項９】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、３０％／５分より大きい溶解速度を有する、請求項
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１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項１０】
　前記レバウディオシドＡ組成物とポリオールが、前記機能性甘味料組成物中に約１：７
５～約１：１５０の範囲の重量比率で存在する、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項１１】
　前記ポリオールが、エリスリトール、マルチトール、マンニトール、ソルビトール、ラ
クチトール、キシリトール、イノシトール、イソマルト、プロピレングリコール、グリセ
ロール、及びこれらの組合せからなるから群から選択される、請求項１に記載の機能性甘
味料組成物。
【請求項１２】
　炭水化物類、アミノ酸類及びその対応する塩、ポリアミノ酸類及びその対応する塩、糖
酸類及びその対応する塩、有機酸類、無機酸類、有機塩類、無機塩類、苦味化合物類、香
味料類、渋味化合物類、ポリマー類、タンパク質類、タンパク質加水分解物類、界面活性
剤類、乳化剤類、フラボノイド類、アルコール類、合成甘味料及びこれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１つの甘味改善組成物をさらに含む、請求項１に記載の機
能性甘味料組成物。
【請求項１３】
　甘味付与可能な組成物と、少なくとも１つの機能性成分、レバウディオシドＡ組成物及
びポリオールを含む機能性甘味料組成物とを含む機能性甘味料入り組成物であって、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、レバウディオシドＡと他のステビオールグリコシド
類を含み、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約５０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有し、
　前記レバウディオシドＡが、無水物レバウディオシドＡ多形、レバウディオシドＡ溶媒
和物多形、非晶質レバウディオシドＡ又はこれらの組合せを含み、
　前記レバウディオシドＡ組成物とポリオールが、前記機能性甘味料組成物中に約１：５
０～約１：８００の範囲の重量比率で存在し、
　前記少なくとも１つの機能性成分が、少なくとも１つのフィトエストロゲンを含む、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項１４】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約８０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項１５】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９５～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項１６】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９９重量％レバウディオシドＡより
高い純度を有する、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項１７】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、前記機能性甘味料入り組成物中に約１００～約３，
０００ｐｐｍの量で存在する、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項１８】
　前記ポリオールが、前記機能性甘味料入り組成物中に約５，０００～約３５，０００ｐ
ｐｍの量で存在する、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項１９】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約４重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約０．５～約５重量
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％の量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のステビオールビオシ
ドを含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項２０】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約３～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約２重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項２１】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約３重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約４～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．５～約１重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約４重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項２２】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、ＨＰＬＣで測定されるステビオールビオシドを実質
的に含まない、請求項１３に記載の甘味料入り機能性甘味料組成物。
【請求項２３】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、３０％／５分より大きい溶解速度を有する、請求項
１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項２４】
　前記レバウディオシドＡ組成物とポリオールが、前記機能性甘味料入り組成物中に約１
：７５～約１：１５０の範囲の重量比率で存在する、請求項１３に記載の機能性甘味料入
り組成物。
【請求項２５】
　前記ポリオールが、エリスリトール、マルチトール、マンニトール、ソルビトール、ラ
クチトール、キシリトール、イノシトール、イソマルト、プロピレングリコール、グリセ
ロール、及びこれらの組合せからなる群から選択される、請求項１３に記載の機能性甘味
料入り組成物。
【請求項２６】
　炭水化物類、アミノ酸類及びその対応する塩、ポリアミノ酸類及びその対応する塩、糖
酸類及びその対応する塩、有機酸類、無機酸類、有機塩類、無機塩類、苦味化合物類、香
味料類、渋味化合物類、ポリマー類、タンパク質類、タンパク質加水分解物類、界面活性
剤類、乳化剤類、フラボノイド類、アルコール類、合成甘味料及びこれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１つの甘味改善組成物をさらに含む、請求項１３に記載の
機能性甘味料入り組成物。
【請求項２７】
　少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの無機酸、少なくとも１つの有機塩及び少な
くとも１つの無機酸塩からなる群から選択される１つ以上の甘味改善組成物をさらに含む
、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項２８】
　少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機塩又はこれらの組み合わせをさらに
含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物であって、
　前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群からから選択され、
　前記少なくとも１つの有機塩が、塩化コリン、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリ
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ウム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナ
トリウム、アデノシン１リン酸、グルコン酸マグネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナト
リウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリウム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リン
ゴ酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれらの組合せからなる群から選択される、機能
性甘味料入り組成物。
【請求項２９】
　少なくとも１つの無機酸又は少なくとも１つの無機酸塩又はこれらの組み合わせをさら
に含み、前記少なくとも１つの無機塩が、カリウム塩、ナトリウム塩、カルシウム塩、マ
グネシウム塩及びこれらの組合せからなる群からから選択される、請求項１３に記載の機
能性甘味料入り組成物。
【請求項３０】
　少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機塩、少なくとも１つの無機酸塩、及
び少なくとも１つの無機酸をさらに含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物で
あって、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つ
の有機塩の総量が、機能性甘味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であって
、前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群から選択され、前記少なくとも１つの有機塩が塩化コリン
、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリウム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩
、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナトリウム、アデノシン１リン酸、グルコン酸マ
グネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリウ
ム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リンゴ酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれら
の組合せから選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であって、前記少なくとも１つの無
機酸塩が、カリウム塩、ナトリウム塩、カルシウム塩及びマグネシウム塩からなる群から
から選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項３１】
　少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの無機酸、少なくとも１つの有機塩、及び少
なくとも１つの無機酸塩をさらに含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物であ
って、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機塩の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２０～約１０，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項３２】
　少なくとも１つのアミノ酸をさらに含む、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物
。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのアミノ酸が、アラニン、アルギニン、アスパラギン、システイン
、グリシン、グルタミン、ヒドロキシプロリン、イソロイシン、ロイシン、リジン、プロ
リン、セリン、トレオニン、デアニン、チロシン、バリン及びこれらの組合せからなる群
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から選択される、請求項３２に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのアミノ酸が、前記機能性甘味料入り組成物の約１，０００～約１
０，０００ｐｐｍの総量で前記機能性甘味料入り組成物中に存在する、請求項３２に記載
の機能性甘味料入り組成物。
【請求項３５】
　前記機能性甘味料入り組成物中に前記機能性甘味料入り組成物の約１，０００～約８０
，０００ｐｐｍの量で存在する少なくとも１つの炭水化物をさらに含む、請求項１３に記
載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項３６】
　前記機能性甘味料入り組成物中に前記機能性甘味料入り組成物の約３０～約２，０００
ｐｐｍの量で存在する少なくとも１つのポリマーをさらに含む、請求項１３に記載の機能
性甘味料入り組成物。
【請求項３７】
　前記機能性甘味料入り組成物中に前記機能性甘味料入り組成物の約１～約５，０００ｐ
ｐｍの量で存在する少なくとも１つの界面活性剤をさらに含む、請求項１３に記載の機能
性甘味料入り組成物。
【請求項３８】
　前記機能性甘味料入り組成物中に前記機能性甘味料入り組成物の約３０～約２，０００
ｐｐｍの量で存在する少なくとも１つのポリアミノ酸をさらに含む、請求項１３に記載の
機能性甘味料入り組成物。
【請求項３９】
　前記機能性甘味料入り組成物中に前記機能性甘味料入り組成物の約０．１～約１，００
０ｐｐｍの量で存在する少なくとも１つのフラボノイドをさらに含む、請求項１３に記載
の機能性甘味料入り組成物。
【請求項４０】
　少なくとも１つの甘味付与可能な組成物と機能性甘味料組成物を含む機能性甘味料入り
組成物であって、前記機能性甘味料組成物は、実質的に、少なくとも１つの機能性成分、
レバウディオシドＡ組成物、ポリオール及び１つ以上の甘味改善組成物からなり、前記甘
味改善組成物は少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの有機塩、少なくとも１つの無
機酸及び少なくとも１つの無機酸塩からなる群から選択され、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで８０重量％レバウディオシドＡより高
い純度を有し、
　前記ポリオールが、前記機能性甘味料入り組成物中に、前記機能性甘味料入り組成物の
約５，０００～約３５，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記レバウディオシドＡとポリオールが約１：５０～約１：３００の範囲の重量比率で
機能性甘味料入り組成物中に存在し、
　前記少なくとも１つの有機酸が、前記機能性甘味料入り組成物中に、前記機能性甘味料
入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記少なくとも１つの有機塩が、前記機能性甘味料入り組成物中に、前記機能性甘味料
入り組成物の約２０～約１０，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記少なくとも１つの無機酸が、前記機能性甘味料入り組成物中に、前記機能性甘味料
入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記少なくとも１つの無機酸塩が、前記機能性甘味料入り組成物中に、前記機能性甘味
料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記少なくとも１つの機能性成分が、少なくとも１つのフィトエストロゲンを含む、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項４１】
　非炭酸飲料、炭酸飲料、コーラ、ルートビア、果実風味飲料、柑橘風紀飲料、果汁、果
実含有飲料、野菜ジュース、野菜含有飲料、茶、コーヒー、乳飲料、スポーツドリンク、
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栄養飲料及びフレーバー水からなる群から選択される、請求項４０に記載の機能性甘味料
入り組成物を含む飲料。
【請求項４２】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、前記機能性甘味料組成物が前記機能性甘味料組成物
の水溶液に約２．３～約３．５のｐＨを与えるのに有効な量で存在する、請求項４１に記
載の飲料。
【請求項４３】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、前記機能性甘味料組成物中に、前記機能性甘味料組
成物が、前記レバウディオシドＡ組成物が前記機能性甘味料組成物の水溶液中に１０重量
％のショ糖水溶液に相当する最大甘味強度を与えるのに十分な量で存在するときに該水溶
液に１０ミリオスモル／Ｌ～５００ミリオスモル／Ｌの浸透圧を与えるのに有効な量で存
在する、請求項４１に記載の飲料。
【請求項４４】
　少なくとも１つの甘味付与可能な組成物と機能性甘味料組成物を含む機能性甘味料入り
組成物であって、前記機能性甘味料組成物は、少なくとも１つの機能性成分、レバウディ
オシドＡ組成物及び１つ以上の甘味改善組成物を含み、前記甘味改善組成物は炭水化物、
アミノ酸、およびこれらの組合せからなる群から選択され、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、レバウディオシドＡと１つ以上の他のステビオール
グリコシド類を含み、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約５０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有し、
　前記レバウディオシドＡが、無水物レバウディオシドＡ多形、レバウディオシドＡ溶媒
和物多形、非晶質レバウディオシドＡ又はこれらの組合せを含み、さらに、
　前記炭水化物が前記機能性甘味料組成物中に約１，０００～約８０，０００ｐｐｍの量
で存在する、及び／又は、前記アミノ酸が前記機能性甘味料組成物中に約１００～約２５
，０００ｐｐｍの量で存在し、
　前記少なくとも１つの機能性成分が、少なくとも１つのフィトエストロゲンを含む、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項４５】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約８０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項４６】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９５～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項４７】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９９重量％レバウディオシドＡより
高い純度を有する、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項４８】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約４重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約０．５～約５重量
％の量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のステビオールビオシ
ドを含む、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項４９】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約３～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約２重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＡ、乾
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燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５０】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約３重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約４～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．５～約１重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約４重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５１】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、ＨＰＬＣで測定されるステビオールビオシドを実質
的に含まない、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５２】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、３０％／５分より大きい溶解速度を有する、請求項
４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５３】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、前記機能性甘味料入り組成物中に約１００～約３，
０００ｐｐｍの量で存在する、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５４】
　炭水化物類、アミノ酸類及びその対応する塩、ポリアミノ酸類及びその対応する塩、糖
酸類及びその対応する塩、有機酸類、無機酸類、有機塩類、無機塩類、苦味化合物類、香
味料類、渋味化合物類、ポリマー類、タンパク質類、タンパク質加水分解物類、界面活性
剤類、乳化剤類、フラボノイド類、アルコール類、合成甘味料及びこれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１つの甘味改善組成物をさらに含む、請求項４４に記載の
機能性甘味料入り組成物。
【請求項５５】
　少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの無機酸、少なくとも１つの有機塩及び少な
くとも１つの無機酸塩からなる群から選択される１つ以上の甘味改善組成物をさらに含む
、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項５６】
　少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機塩又はこれらの組合せをさらに含む
、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物であって、
　前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群から選択され、
　前記少なくとも１つの有機塩が塩化コリン、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリウ
ム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナト
リウム、アデノシン１リン酸、グルコン酸マグネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナトリ
ウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリウム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リンゴ
酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれらの組合せから選択される、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項５７】
　少なくとも１つの無機酸又は少なくとも１つの無機酸塩又はこれらの組合せをさらに含
み、前記少なくとも１つの無機塩がカリウム塩、ナトリウム塩、カルシウム塩、マグネシ
ウム塩及びこれらの組合せからなる群から選択される、請求項４４に記載の機能性甘味料
入り組成物。
【請求項５８】
　少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機塩、少なくとも１つの無機酸塩、及
び少なくとも１つの無機酸をさらに含む、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物で
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あって、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つ
の有機塩の総量が、機能性甘味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であって
、前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群から選択され、前記少なくとも１つの有機塩が塩化コリン
、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリウム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩
、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナトリウム、アデノシン１リン酸塩、グルコン酸
マグネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリ
ウム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リンゴ酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれ
らの組合せから選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であって、前記少なくとも１つの無
機酸塩が、カリウム塩、ナトリウム塩、カルシウム塩及びマグネシウム塩からなる群から
から選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項５９】
　少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの無機酸、少なくとも１つの有機塩、及び少
なくとも１つの無機酸をさらに含む、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物であっ
て、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機塩の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２０～約１０，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項６０】
　前記少なくとも１つのアミノ酸が、アラニン、アルギニン、アスパラギン、システイン
、グリシン、グルタミン、ヒドロキシプロリン、イソロイシン、ロイシン、リジン、プロ
リン、セリン、トレオニン、デアニン、チロシン、バリン及びこれらの組合せからなる群
から選択される、請求項４４に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６１】
　少なくとも１つの甘味付与可能な組成物と機能性甘味料組成物を含む機能性甘味料入り
組成物であって、前記機能性甘味料組成物は、機能性成分、レバウディオシドＡ組成物及
び１つ以上の甘味改善組成物を含み、前記甘味改善組成物は少なくとも１つの有機酸、少
なくとも１つの無機酸、少なくとも１つの有機塩、及び少なくとも１つの無機酸塩からな
る群から選択され、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、レバウディオシドＡと１つ以上の他のステビオール
グリコシド類を含み、
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約５０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有し、
　前記レバウディオシドＡが、無水物レバウディオシドＡ多形、レバウディオシドＡ溶媒
和物多形、非晶質レバウディオシドＡ又はこれらの組合せを含み、
　前記少なくとも１つの機能性成分が、少なくとも１つのフィトエストロゲンを含む、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項６２】
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　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約８０～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６３】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９５～約９９．５重量％レバウディ
オシドＡの純度を有する、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６４】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、乾燥ベースで約９９重量％レバウディオシドＡより
高い純度を有する、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６５】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約４重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約４重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約０．５～約５重量
％の量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約４重量％の量のステビオールビオシ
ドを含む、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６６】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約５重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約３～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．１～約２重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．１～約２重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約５重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．１～約２重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６７】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、さらに、乾燥ベースで約２～約３重量％の量のレバ
ウディオシドＢ、乾燥ベースで約４～約５重量％の量のレバウディオシドＣ、乾燥ベース
で約０．５～約１重量％の量のレバウディオシドＥ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％
の量のレバウディオシドＦ、乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＡ、乾
燥ベースで約０．５～約１重量％の量のズルコシドＢ、乾燥ベースで約１～約４重量％の
量のステビオシド及び乾燥ベースで約０．５～約１重量％の量のステビオールビオシドを
含む、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６８】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、ＨＰＬＣで測定されるステビオールビオシドを実質
的に含まない、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項６９】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、３０％／５分より大きい溶解速度を有する、請求項
６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項７０】
　前記レバウディオシドＡ組成物が、前記機能性甘味料入り組成物中に約１００～約３，
０００ｐｐｍの量で存在する、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項７１】
　炭水化物類、アミノ酸類及びその対応する塩、ポリアミノ酸類及びその対応する塩、糖
酸類及びその対応する塩、有機酸類、無機酸類、有機塩類、無機塩類、苦味化合物類、香
味料類、渋味化合物類、ポリマー類、タンパク質類、タンパク質加水分解物類、界面活性
剤類、乳化剤類、フラボノイド類、アルコール類、合成甘味料及びこれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１つの甘味改善組成物をさらに含む、請求項６１に記載の
機能性甘味料入り組成物。
【請求項７２】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機
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塩又はこれらの組合せを含む、請求項６１に記載の機能性甘味料入り組成物であって、
　前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群から選択され、
　前記少なくとも１つの有機塩が塩化コリン、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリウ
ム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナト
リウム、アデノシン１リン酸塩、グルコン酸マグネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナト
リウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリウム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リン
ゴ酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれらの組合せから選択される、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項７３】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、少なくとも１つの無機酸又は少なくとも１つの無機
酸塩又はこれらの組合せを含み、前記少なくとも１つの無機塩がカリウム塩、ナトリウム
塩、カルシウム塩、マグネシウム塩及びこれらの組合せからなる群から選択される、請求
項６１に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項７４】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つの有機
塩、少なくとも１つの無機酸塩、及び少なくとも１つの無機酸を含む、請求項６１に記載
の機能性甘味料入り組成物であって、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸又は少なくとも１つ
の有機塩の総量が、機能性甘味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であって
、前記少なくとも１つの有機酸が、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、アスコルビン酸
及びこれらの組合せからなる群から選択され、前記少なくとも１つの有機塩が塩化コリン
、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸カリウム、グアニジン塩酸塩、アミロライド塩酸塩
、グルコサミン塩酸塩、グルタミン酸１ナトリウム、アデノシン１リン酸塩、グルコン酸
マグネシウム、酒石酸カリウム、酒石酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリ
ウム、乳酸ナトリウム、乳酸カリウム、リンゴ酸ナトリウム、リンゴ酸カリウム及びこれ
らの組合せから選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であって、前記少なくとも１つの無
機酸塩が、カリウム塩、ナトリウム塩、カルシウム塩及びマグネシウム塩からなる群から
から選択され、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項７５】
　前記１つ以上の甘味改善組成物が、少なくとも１つの有機酸、少なくとも１つの無機酸
、少なくとも１つの有機塩、及び少なくとも１つの無機酸を含む、請求項６１に記載の機
能性甘味料入り組成物であって、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約１０～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの有機塩の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２０～約１０，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸の総量が、機能性甘
味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量であり、
　前記機能性甘味料入り組成物中に存在する少なくとも１つの無機酸塩の総量が、機能性
甘味料入り組成物の約２５～約５，０００ｐｐｍの量である、
　機能性甘味料入り組成物。
【請求項７６】
　前記少なくとも１つのフィトエストロゲンが、イソフラボン類、スチルベン、リグナン
、レゾルシル酸ラクトン、クメスタン、クメストロール、エコール、及びこれらの組合せ
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からなる群から選択される、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項７７】
　前記少なくとも１つのフィトエストロゲンが、ゲニステイン、ダイゼイン、グリシテイ
ン、ビオチャニンＡ、ホルモノネチン、マタイレジノール、セコイソラリシレジノール、
エンテロラクトン、エンテロジオール、組織状植物タンパク質、及びこれらの組合せから
なる群から選択される、請求項１に記載の機能性甘味料組成物。
【請求項７８】
　前記少なくとも１つのフィトエストロゲンが、イソフラボン類、スチルベン、リグナン
、レゾルシル酸ラクトン、クメスタン、クメストロール、エコール、及びこれらの組合せ
からなる群から選択される、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
【請求項７９】
　前記少なくとも１つのフィトエストロゲンが、ゲニステイン、ダイゼイン、グリシテイ
ン、ビオチャニンＡ、ホルモノネチン、マタイレジノール、セコイソラリシレジノール、
エンテロラクトン、エンテロジオール、組織状植物タンパク質、及びこれらの組合せから
なる群から選択される、請求項１３に記載の機能性甘味料入り組成物。
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